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アンサンブルかたすい
交野市の吹奏楽団です。Cl・Hr急
募。毎週日曜9：30～12：00。青年
の家。中学生以上対象。月1,000円。
□問 三原 ☎891-9855

交野市剣道連盟会員募集
交野市剣道連盟ホームページもご
覧ください。旭小・郡津小・岩船小・
倉冶小・妙見坂小・武道館。詳細は
事務局。
□問 石倉 ☎892-0219

仲間募集

あなたも「3B体操」で健康づくり
楽しく無理なく生涯元気に。無料
体験可。毎週金曜10：30～12：00。
星田出張所。おおむね60歳以上の
女性対象。入会1,000円。月2,000
円。
□問 梅田 ☎892-5292

うめだ

姿勢美人ヨガ
初心者歓迎。無料体験有。楽しく身
体を整えます。毎週水曜10：00～
11：00・金曜13：00～14：00。青
年の家。月4,000円。
□問 鈴木 ☎080-1490-1482
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ホストファミリー
を募集

姉妹都市のカナダ・コリングウッドの市民を招いて親善交流を行いま
す。滞在中にゲストのお世話をしてくれる家庭を募集します。
日時　11/5（火）～10（日）の6日間
内容　宿泊、食事、記念式典や歓迎会参加、市内外案内、所定場所への
送迎など
□申 ･□問 電話・Eメールで7/1（月）～8/31（土）に交野市国際交流協会
　　　☎894-1113　　katano_ifa@yahoo.co.jp

広報紙配信アプリ
「マチイロ」
スマートフォン・タブレット
用アプリ「マチイロ」で広報か
たのを配信しています。ぜひ、
ご利用ください。
アプリのダウンロード
「マチイロ」で
検索または
ホームページ
http://machiiro.town/lp/osaka_
katano/

みはら

市民の
ひろば

交野女声合唱団
おちゃめな先生と愉快な仲間が
待っています。毎週土曜9：30～
12：00。青年の家。入会1,000円。
月3,000円。
□問 槙 ☎892-6430

シレ
歴 史 × 地 質

▲ 獅子窟寺から見た天野川（ライン内が現在の天野川）

▲ 天野川の真砂土▲  真っすぐに流れる天野川
　（昭和23年の航空写真）

　7月は七夕の季節です。交野では各地に七夕伝説が
ありますが、これらの伝説を生みだしたのが市内を
南北に流れる天野川です。その名の通り、星空の天の
川になぞらえられてきた、この「天野川」という名前。
これが定着した理由にも、地質が関係します。
　江戸時代の学者である貝原益軒の紀行文『南遊紀
行』で、益軒が交野を訪れた際、私市の山寺である獅
子窟寺に登り、そこから天野川を見て「天上の銀河の
形の如し」「かくのごとく白砂のひろく直にして、数
里長くつづきたるはいまだ見ず」と紹介しています。
　天野川の名前は平安時代には定着していましたの
で、当時の貴族が歌に詠んだ天野川も、益軒が見たも
のと同じように白い砂が広がりながら、真っすぐに
流れる川の姿だったのでしょう。
　この白い砂の正体はというと、先月号でも紹介し

た花崗岩が風化してできた真砂土という白い砂で
す。交野の山々は花崗岩でできていますので、そこを
流れる天野川に真砂土が堆積し、白い砂の上を流れ
る川となったのです。
　もう1つ、真っすぐ流れる川になった理由にも地質
が関係しています。『交野市史自然編』では、直線的地
質的弱線（侵食されやすいところ）が確認できると紹
介しています。これは、その付近に存在するとみられ
る「岩船断層」という地層のずれによりできていま
す。この地質的弱線が直線的であったため、真っすぐ
の川が生まれたのです。
　もし、交野の山々が花崗岩の山ではなかったら。も
し天野川付近に地層のずれがなかったら。この川は
別の名前になり、交野に七夕伝説はなかったのかも
しれません。

□問 社会教育課文化財係 ☎893-8111

当コーナーに掲載している内容は
市民・団体が主催しています。

9月号の締め切りは7/31（水）

かいばらえきけん なんゆうき

こう

いわふね

かこうがん ま さ つ ち

まき

国際交流・外国語で自己実現
交野市の国際化を目指し、一緒に
活動しませんか。交野会館で随時
開催。入会1,000円。月2,000円。
□問 国際交流協会 ☎894-1113


